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研究成果の概要（和文）：口腔細菌感染症への配慮が少ない中で口腔インプラント治療が行われている状況が多い。そ
のため，潜在性の口腔感染（歯周病等）が口腔インプラント治療の予後に与える影響は大きいものと考えられる。
このことを明らかにするための臨床研究案を策定した。「歯周病原性菌に対する血漿IgG抗体価検査を取り入れた口腔
インプラント施術前後10年間にわたる感染評価」という研究案を作成し，口腔細菌叢変化の包括的検討法も樹立した。

研究成果の概要（英文）：Oral rehabilitation with oral implant has been widely performed with less consider
ation for infection of oral bacteria.  Thus, it is reasonable to assume that latent oral infection such as
 periodontitis affects the prognosis of oral rehabilitation with oral implant.  
This research project drew up a clinical research plan in order to clarify this clinical question. Both a 
research plan named as "An evaluation of oral bacterial infection before and after oral rehabilitation wit
h oral implant using plasma IgG titer test against periodontopathic bacteria" and a comprehensive evaluati
on method for the change of oral microflora were proposed.
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１．研究開始当初の背景

最近では，
行われているが，反面では問題が多発してき
ている。
に機械的勘合力で接するが，歯肉上皮とは線
維的な結合を行うことが
インプラント
特徴や周囲の歯（対合歯も含む）の歯周病罹
患状態にとっては，口腔細菌の感染の場とな
り得るのである。

口腔インプラント
た歯を補うことにある。成人における歯の喪
失の主原因は歯周病であり，歯周病は口腔細
菌の持続的で増大傾向にある感染によって引
き起こされるものである。したがって，
インプラント
周囲炎を惹起させる歯周病原細菌の感染が少
ないことが望ましい。しかしながら，
ンプラント
骨形態に関する診断という２つの
医師や患者の関心が集中している。
プラント
において，歯周病原細菌が発症と進行に関与
するインプラント周囲炎は，これら２者の関
心事の一つではあるが，痛みや同様といった
自覚症状に乏しいためメインテナンス時の
チェック項目に挙げにくく，効果的な検査も
応用されていない。
 

２．研究の目的

日本歯周病学会へ同学会の企画調査研究と
して本研究の必要性を訴え，さらに日本口腔
インプラント学会とも連携した研究の必要性
を共通認識とした。そこで，長期間のコホー
ト研究を行うことができるよう
細菌の感染度を
ら追跡することによって，
治療とそのメインテナンスを安全に行うこと
ができるように，歯周病原細菌の感染度検査
での指標を提案できるようにすることを目的
とした。
 

３．研究の方法

１）日本歯周病学会と日本
学会，さらには日本口腔検査学会と連携し
て，関連する学会員を中心にして，
ンプラント
ナンスに至るまで，通常行われている臨床
的・画像的な検査に加えて，歯周病原細菌
の感染度を調べて，
後の経過を追うというコホート研究の立ち
上げを検討した。

２）研究代表者の研究機関
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実施された
とに
治療前の検査（歯周病検査，補綴前検査，
画像検査）に加えて，指尖血漿を用いた歯
周病原細菌の感染度検査を行う
成した。この案を元にパイロット研究を開
始する研究者の研究計画の作成を支援した。

３）
めに，適用が容易な分子生物学的手法を用
いて，視覚的に細菌叢の変化を把握する方
法を検討
細 菌 の 代 表 と し て の
gingivalis
の関係から検討する研究も実施した。
 

４．研究成果

１）
学会
たコホート研究案を検討した。基本的な方
針は
わたる観察研究であれば，データ管理と倫
理性，
の継続性
項目に関して，既存の
を超越した新観点の導入に関する合意は，
それぞれの学会関係者間においてさえ
ことが困難と思われた。一方，
査学会
検査の導入には積極的であった。

２）
究において
入すること
示すこと
の
画案作成への支援を行い，学内倫理委員会
で承認を
での口腔インプラント
療科
かった。この背景にある
会間の共同研究を進める上で，相当に配慮
するものであると考えられた。

３）臨床研究の進展に時間がかかる一方で，
臨床研究の際に口腔感染の
歯周病原細菌（特徴的で共通性の高い
gingivalis
を一目で把握できる検査方法を検討した。
その結果，
にする
した。そして各種細菌
菌量が少ない場合であっても
増幅して，制限酵素で
動
在を検出することができた。
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れていなかった古細菌に関して，検査・検
出法の工夫や特色的な生体反応の理解を推
し進めた。特に，P. gingivalisの菌体成分
が口腔粘膜上皮や体液性免疫応答へ与える
影響の一端を明らかにした。一方で，一部
の古細菌では，口腔細菌感染の際には，IgG
抗体量が増加して，歯周病や全身的な他の
疾患との関連性がある可能性を示した。 

４）以上の研究から，歯周病原細菌の感染と
口腔インプラントの安全性に関するコホー
ト研究を長期にわたって実施する際に，解
決すべき問題点が判明した。さらに，観察
研究の新観点としての検査項目の候補を示
すことができた。今後は，これらの成果を
元に，口腔インプラントの安全性を向上さ
せるための因子として，口腔感染の検査方
法を策定するために，関連学会間での共同
研究を実施することになる。  

今回の研究の実施にあたり，口腔インプ
ラントの安全性のための観点が複数に大別
されるので，歯科医療・歯学研究者の間で
意見調整を行うことが困難であることがわ
かった。しかし，このことが口腔インプラ
ントの評価が分かれる原因の一つではない
かと考えられた。特に，口腔インプラント
治療の際に，インプラントを植立する者，
上部構造を製作して装着する者，さらには
口腔インプラント治療が必要となった原疾
患を治療・管理する者の間で，評価の観点
が分かれていたのである。これらのギャッ
プを埋める機会に本研究は資したと考える。 
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